
み
ん
な
で
考
え
る
、
支
え
る

　

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能

性
が
あ
る
病
気
で
す
。
自
分
自
身

や
家
族
が「
認
知
症
か
も
し
れ
な

い
」と
感
じ
た
時
に
、
相
談
で
き

る
場
所
、
正
し
い
知
識
を
学
べ
る

場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

と
、そ
れ
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
で
き
る

こ
と
か
ら
、
一
緒
に
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

認知症サポーター養成講座
　ケアマネジャーや介護現場
などで活躍するキャラバン・
メイトが講師となり、認知症
の基礎知識を学ぶことができ
ます。少人数のグループでも
気軽にお申し込みください。

● Information

認知症初期集中支援事業
　本人や家族などからの相
談を受けて、自宅を訪問し
ます。医療や介護サービス
などが必要かを判断し、自
立した生活のサポート方法
などを提案します。

もの忘れ相談（毎月第３金曜日）
　「最近、もの忘れが多くて
困っている」など、本人や
家族からの相談をすること
ができます。また、認知症
疾患医療センターの菊池病
院から臨床心理士や相談員

が対応し、早期発見の目安となる認知症の検
査を受けることができます。

あんしん声かけネットワーク
　認知症などで外出したまま帰宅できなく
なった場合、大津警察署と情報を共有し、早

期発見・保護を図りま
す。事前登録書に本人
の特徴や写真などの情
報を登録することがで
きます。

認知症カフェ（いきいきカフェ）
　町地域包括支援セン
ターで開催しています。
本人や家族の相談や交
流の場として、気軽に
お立ち寄りください。
次回９月28日（金）午後１時30分開催予定

　町地域包括支援センターでは、主任ケア
マネジャー、保健師、社会福祉士、看護師
などの専門職が相談に対応します。
●問い合わせ
　役場介護保険課　地域包括支援係
　　　　（町地域包括支援センター内）

☎096（292）0770

受講者に配布される
オレンジリング

　　　

　

７
月
11
日
、
室
小
学
校
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
が
行
わ
れ
、
６
年
生
70
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
ま

し
た
。
認
知
症
の
基
礎
知
識

や
高
齢
に
よ
る
身
体
や
心
の

変
化
、
接
し
方
ク
イ
ズ
な
ど

児
童
と
対
話
し
な
が
ら
進
め

ら
れ
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
、

お
互
い
に
感
じ
た
こ
と
や
気

付
い
た
こ
と
を
発
表
し
、
学

び
を
深
め
ま
し
た
。

　 若い世代から認知症を支える

キャラバン・メイト　インタビュー

室小学校で講座の講師を務め、自らも認知症の
母を支えている冨田さんに話を聞きました。

　講座を受けて児童たちは、「離れている祖父
母のことを考えながら聞いた」「（高齢の人が）
つまずきやすいことを知り、床にある物を片付
けようと思った」と話してくれました。相手を
理解し、尊重することは、人として大切なこと
だと感じました。これからも身近な高齢の人や
友だちなど、周りの人への思いやりの心を持つ
人に育ってほしいと思っています。

町立室小学校

教諭 野
の

間
ま

口
ぐち

広
ひろ

美
み

さん

クイズでは積極的に手が
挙がっていました

　症状が出てから専門医の受診まで平均して２年
程かかるといわれています。認知症の症状は幅が
広く、段階ごとに治療やリハビリテーションなど、
対応が変わります。そのため、いかに軽度な状態
で気付くかが大切です。
　症状があっても、家族は「歳をとったから」で終わってしまうことが
あります。また、最近では一人暮らしで問題を抱えているケースも多
いです。そこで重要なのが、家族はもちろんのこと、身近な地域の人
の気付きです。例えば、ゴミ出しの時に服装や雰囲気が違うなとか、
何かサインがあると思います。その時、町地域包括支援センターなど
へ相談してもらうことで、その人にあったケアや環境など、将来の見
通しを含めた、一歩踏み込んだアドバイスができると思います。
　そういう意味でも、認知症を正しく理解するためのサポーター養成
講座は大切です。室小での講座を通して、子どもたちが動くと、家族
全体が動くことを改めて感じます。また、早期発見と同時に必要なこ
とは、家族全体をケアすることです。認知症の人に目は向きますが、
パートナーや家族の心の動きは忘れられてしまうことがあります。家
族が安心できるよう相談機関の周知や、認知症をみんなで話せる認知
症カフェなど、本人やその家族が安心して暮らせる地域づくりが大切
だと強く感じています。

まずは気軽にご相談を
・
覚
え
ら
れ
な
い
、
す
ぐ
忘
れ
る

　
（
月
日
や
年
月
、場
所
、人
な
ど
）

・
日
常
生
活
に
必
要
な
作
業
が
こ

　

な
せ
な
く
な
る　

な
ど

●
行
動
・
心
理
症
状（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）

　

･･･

心
の
状
態
や
性
格
・
環
境

　
　
　
に
よ
っ
て
起
こ
る
症
状

・
ト
イ
レ
の
失
敗

・
道
に
迷
い
家
に
帰
れ
な
く
な
る

・
自
信
を
失
い
、
す
べ
て
が
面
倒

　

に
な
る　

な
ど

　
「
中
核
症
状
」は
認
知
症
に
な

る
と
必
ず
み
ら
れ
る
症
状
で
す
。

「
行
動
・
心
理
症
状（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）」

は
、
誰
に
で
も
み
ら
れ
る
症
状
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
こ
の
症
状

が
出
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
を

考
え
な
が
ら
接
し
方
を
工
夫
す
る

と
、
症
状
を
や
わ
ら
げ
た
り
、
表

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療

　

認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気
の

な
か
に
は
、
早
期
に
治
療
す
れ
ば

治
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
症
状
が

軽
い
段
階
で
、
専
門
家
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
を
地
域
で
支
え

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
脳
血
管
性
認
知
症

　

脳
の
中
の
血
管
が
つ
ま
っ
た
り

切
れ
た
り
し
た
た
め
に
、
栄
養
や

酸
素
が
行
き
渡
ら
ず
、
一
部
の
脳

の
細
胞
が
壊
れ
て
し
ま
う
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
心
臓
病
を

き
ち
ん
と
治
療
し
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、
発
症

や
進
行
の
予
防
が
可
能
な
認
知
症

で
す
。

●
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

　

脳
内
に
レ
ビ
ー
小
体
と
い
う
た

ん
ぱ
く
質
が
現
れ
る
病
気
で
す
。

　

本
来
、
存
在
し
な
い
も
の
が
見

え
る
幻
視
、
手
足
の
震
え
や
歩
行

障
害
な
ど
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状

が
特
徴
で
す
。

●
前
頭
側
頭
葉
変
性
症

　

多
く
は
65
歳
よ
り
以
前
の
初
老

期
に
発
症
し
、
脳
の
前
頭
葉
・
側

頭
葉
が
縮
ん
で
起
こ
り
ま
す
。
も

の
忘
れ
よ
り
も
人
格
や
行
動
の
変

化
、
言
葉
の
障
害
が
初
期
か
ら
目

立
つ
の
が
特
徴
で
す
。

認
知
症
に
な
る
と
起
き
る
こ
と

　

認
知
症
の
症
状
は
、
２
つ
の
種

類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●
中
核
症
状･･･

脳
の
細
胞
が
壊

　

れ
る
こ
と
で
起
こ
る
症
状

認
知
症
と
は

　

認
知
症
は
病
名
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
に
よ
り
、
脳
の
働
き
が
悪
く

な
る
こ
と
で
起
こ
る
症
状
の
こ
と

で
す
。

　

代
表
的
な
症
状
に「
も
の
忘
れ
」

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
朝
食
に

何
を
食
べ
た
の
か
が
思
い
出
せ
な

い
こ
と
は
老
化
に
よ
る
現
象
で

す
。認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

朝
食
を
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
認
知
症
が
進
む

と
、
そ
れ
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
生
活
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
不
便
が
生
じ
て

き
ま
す
。

認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気

　

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
代
表
的

な
脳
の
病
気
は
、
大
き
く
４
種
類

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

　

脳
に
異
常
な
た
ん
ぱ
く
質
が
た

ま
り
、細
胞
が
少
し
ず
つ
壊
れ
て
、

脳
全
体
が
縮
ん
で
い
き
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
が
も
の
忘
れ
で
発
症
し
ま

す
。
70
代
以
降
の
人
に
多
く
、
認

知
症
患
者
の
約
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
。医療法人社団恵生会医療法人社団恵生会

勝久病院勝久病院
主任介護支援専門員主任介護支援専門員

作業療法士作業療法士
冨冨
とみとみ

田田
たた

　　伸伸
しんしん
さんさん

写真のオレンジ色のリングは、認知症の正しい知識と理解を持った写真のオレンジ色のリングは、認知症の正しい知識と理解を持った
“認知症サポーター”が身につけ、「地域で認知症の人やその家族に対“認知症サポーター”が身につけ、「地域で認知症の人やその家族に対
して支援することができます」という目印です。して支援することができます」という目印です。
超高齢社会を迎え、85歳以上のうち４人に１人が認知症の症状がある超高齢社会を迎え、85歳以上のうち４人に１人が認知症の症状がある
といわれています。特別な病気ではないからこそ、知ってほしい病気といわれています。特別な病気ではないからこそ、知ってほしい病気
に関する基礎知識、本人・家族を支える人々の活動を紹介します。に関する基礎知識、本人・家族を支える人々の活動を紹介します。

９月21日 金
世界
アルツハイマーデー

～ ～
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